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研究成果の概要（和文）：本研究は、高齢者における安全で、気持ちよさをもたらす清拭ケアプログラムを開発
し、その効果を検証することを目的とした。その結果、高齢者における清拭時の拭き取り圧は、弱圧は通常圧よ
りも皮膚障害の予防と満足感の提供に有効であることが明らかになった。さらに、糖尿病・脂質異常症や腎機能
障害のある高齢者では、通常圧が皮膚バリア機能を低下させる可能性が高いことが示された。また、高齢者に
は、拭き取りの強さを弱圧とすることを推奨する他、皮膚バリア機能、皮膚乾燥レベル（ODS-J）や対象者の好
みによって、タオル素材等を適切に選択すること、背部への温タオル貼用など実施方法を考慮することが有用で
あることが示唆された。

研究成果の概要（英文）：This study aimed to develop a safe and comfortable bed bath care program for
 older adults. The results showed that weak wiping pressure was more effective than was ordinary 
pressure in preventing skin disorders and providing a sense of satisfaction. Furthermore, ordinary 
wiping pressure was more likely to decrease skin barrier function in elderly patients with diabetes,
 dyslipidemia, and renal dysfunction. In conclusion, we recommend that the elderly be wiped with 
weak pressure. In addition, considering the choice of towel material and the application of warm 
towels on the back is useful depending on skin barrier function, skin dryness level (ODS-J), and 
subject's preference.

研究分野：看護学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
高齢者への清拭ケアプログラムを開発することは、スキンテアを含む皮膚トラブルの減少（医療費の削減）と看
護ケアの安全の保障となり、対象者への気持ちよさをもたらす清拭ケアとして看護の質向上と均一化、対象者の
QOL向上に寄与することが期待できる。また、看護者、介護者および家族へのベストプラクティスの提案によ
り、教育につなげることで誰もができる看護ケアとして普及が可能である。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
医療の高度化・複雑化、入院期間の短縮化が進む中においてこそ、患者中心の視点をもとにし
た看護ベストプラクティスを提供することは重要である。清拭は、入浴ができない患者に対して
実践される日常的看護ケアであり、対象者の皮膚のバリア機能を保持しながら、清潔を保ち、温
熱刺激などによる循環促進、気持ちよさなどの心理的効果をもたらす。しかし、清拭は、看護師
が独自に判断でき、対象者の個別性に応じて創造的に実践できる技術であるにも関わらず、どの
ような実践が効果的なのか、看護師自身もその出口が見えないまま、実践していると予測される。 
高齢者は、加齢に伴い皮膚の天然保湿因子や水分保持能力が低下し、ターンオーバーの減少によ
って脆弱性が増すことから、清拭実施の際には、皮膚のバリア機能への配慮が特に必要な対象者
である。この機能低下は、皮膚乾燥や鱗屑などの皮膚トラブルと関連し、スキンテア発生のリス
ク因子となる。スキンテアは、治癒に時間を要し、対象者と家族の心身に負担をかけるのみなら
ず、入院期間の延長、医療費の増加、対象者の QOLの低下に影響する。そのため、高齢者への
清拭の際は、特に皮膚のバリア機能を効果的に維持しながら皮膚表面の汚染を除去することが
求められ、清拭時の拭く強さや摩擦刺激を最小限にすることを推奨されている。また、清拭タオ
ルの水分が皮膚に付与されることにより、適切な方法で実践しなければ、高齢者の皮膚温は低下
し、寒さを感じることもあり得る【1】。 
しかし、清拭方法に関しては、タオルを密着させる、擦りすぎないなどの記載にとどまってお
り、どのくらいの強さで、何回拭き取ると汚染が除去され、皮膚バリア機能を保持でき、気持ち
よさをもたらすのか、温タオル貼用と気持ちよさのメカニズム、その効果のエビデンスは十分で
はない。そこで、私たちは、高齢者における安全で、気持ちよさをもたらす清拭ケアプログラム
の構成要素を図 1のように設定し、研究を進めてきた。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
清拭方法に関する基礎的研究として、①温タオルの 10秒間貼用とその効果【1】、②看護師の
清拭圧の実態を可視化し、清拭圧を定義した上で、清拭圧と皮膚バリア機能及び清浄度の関連を
検証【2】、③皮膚バリア機能、皮膚温及び主観的評価から綿タオルの水分含有率の特定等を研究
してきた。しかし、清拭圧×拭き取り回数が高齢者の皮膚バリア機能・主観的評価にどのような
影響を及ぼすか、「気持ちいい」という主観的評価は、身体にどのような影響を及ぼすかなどの
課題が残っており、③高齢者への清拭ケアプログラムを作成し、短期的・長期的効果を検証する
には至っていない。そこで、これらの研究課題を実証した上で、研究成果を統合した高齢者への
清拭ケアプログラムを作成し、その有効性を実証することが必要と考えた。 
引用文献： 
【1】Shishido I, Yano R. Pilot study on benefits of applying a hot towel for 10 seconds to the 

skin of elderly nursing homeresidents during bed baths: Towards safe and comfortable 
bed baths. Geriatric Nursing, 2017; 38: 442-447. 
【2】Konya I, Yamaguchi S, Sugimura N, Matsuno C, Yano R. Effects of differences in wiping 

pressure applied by nurses during daily bed baths on skin barrier function, cleanliness, 
and subjective evaluations. Japan Journal of Nursing Science, 2020; 17(3): e12316. 

 
２．研究目的 
本研究の目的は、清拭方法に関する基礎的研究を追加し、高齢者における安全で、気持ちよさを
もたらす清拭ケアプログラムを開発し、その効果を検証することである。 
 
３．研究方法 
１）高齢入院患者に対する弱圧清拭の有効性：単盲検ランダム化クロスオーバー試験 
 総合病院に入院中の高齢患者 47 名を対象とし、弱圧清拭の有効性をクロスオーバーデザイン
により検証した。先行研究に基づき【2】、研究者 1名が全対象者の左右前腕屈側に弱圧（介入条
件：12–14 mmHg）および通常圧（対照条件：23 –25 mmHg）の各清拭圧で、3回の拭き取りを同
日に実施した（以下、弱圧および通常圧）。対象者にはどちらの圧で清拭を行うかを伏せる単盲
検とし，2条件の清拭の実施順序および部位（左右）は無作為に割り付けた。介入前後で経表皮



水分蒸散量（TEWL）と角質水分量（SCH）を測定し、患者満足度をリッカート尺度で評価した。
対象特性や血液検査データは診療記録から収集した。 
 

２）高齢入院患者における Overall Dry Skin Score 日本語版の信頼性・妥当性の検証 

皮膚乾燥（ドライスキン）は最も一般的な皮膚トラブルであり、高齢者に多く見られる症状で
ある。しかし、日本には皮膚乾燥を適切に評価できる尺度が存在しない。本研究は国際的・代表
的な皮膚乾燥アセスメントツールである Overall dry skin score の日本語版（ODS-J）を開発
し、その信頼性と妥当性を評価することを目的とした。 
65 歳以上の高齢患者 47名を対象に横断研究を実施した。四肢の皮膚画像を、デジタルカメラ
を用いて撮影した。皮膚科医 1名、皮膚排泄ケア認定看護師 2名、看護研究者 3名が、評価者間
信頼性を算出するためにそれぞれの皮膚画像を ODS-J を用いて独立して評価した。角質水分量
（SCH）および経表皮水分蒸散量（TEWL）を基準関連妥当性と既知集団妥当性を検証するための
外的基準として測定した。 
 
３）清拭中に 10秒間温タオルを背部に貼用することが自律神経活動に与える影響 
 清拭の際、温かいタオルを 10 秒間貼用すること（AHT10s）は、皮膚バリア機能を低下させず、
気持ちよさと温かさを提供することに役立つことが報告されている。しかし、自律神経系がこの
清拭方法により影響を受けるかどうかは明らかではない。そこで、本研究では、清拭中に清拭用
の温タオルを背中に 10秒間あてることによる自律神経活動への影響について検討した。 
クロスオーバーデザインにより、50名（男女各 25名）の健康成人の参加者に、AHT10 実施に
よる清拭と通常の清拭（対照条件：CON）を行った。皮膚温、心拍変動（HRV）、血圧（BP）を測
定した。また、主観的な評価と State-Trait Anxiety Inventory による回答を依頼した。 
 
４）背部への温タオル貼用における清拭タオルの枚数別にみた皮膚表面温度の経時的変化 
綿タオルの枚数の差異が、背部への温タオル貼用時に皮膚表面温度および主観的評価に与え
る影響を検討した。準実験研究で 20歳代の健康な学生 8名を対象として、100 匁（33.6g）の温
かいウォッシュクロス 1 枚貼用する群を 1 枚群とし、同様にタオルを重ねて貼用する群を 2 枚
群～6枚群とした。全対象者の背部に 6群全てを実施した。皮膚温は Hardware N543 高精度 8CH
データロガ（日機装サーモ）のプローブを背部に固定し、貼用直前、10 秒、30秒、60秒、90秒、
120 秒、180 秒時点で測定した。主観的評価は「温かい」「気持ちよい」「フィット感がある」な
どについて 5件法でアンケート調査を行った。 
 
５）無撚糸温タオルの効果的な背部貼用時間の検討 
無撚糸タオルの効果的な背部への貼用時間を主観的評価と皮膚表面温度、タオルの表面温度
から検討した。準実験研究により、健康な 20 歳代学生 8名に、背部へ無撚糸のフェイスタオル
を使用した温タオル貼用を実施した。貼用時間は 10 秒、15 秒、20 秒、25 秒の 4 条件とし、全
対象者に実施した。貼用前から貼用終了 10 秒後までの皮膚表面温度を Hardware N543 高精度
8CH データロガ（日機装サーモ）で測定した。貼用終了直後のタオル表面温度を Thermography 
R300（NEC）で測定し、主観的評価、基本属性(年齢、BMI)はアンケートへの回答を依頼した。 
 
６）厚手のディスポーザブルタオル清拭群と綿タオル群における皮膚バリア機能、皮膚表面温
度と主観的評価の比較検討 
清拭ケアプログラムの要素の一つであるタオルについて検討をした。特に、臨床において普及
が進むディスポーザブルタオルについて、綿タオルとの差異を検討する必要があると考え、健康
成人（女性）6名を対象に予備実験を行った。厚手のディスポーザブルタオル（以下、厚手ディ
スポ）による清拭が前腕の皮膚バリア機能と主観的評価に及ぼす影響を検討した。介入 A（綿タ
オルを用いた通常圧（23-25 mmHg）清拭を上肢に実施）と Bの清拭（厚手ディスポを用いた通常
圧清拭を上肢に実施）を同一対象者に盲検化して行うクロスオーバーデザインで比較検討した。 
 
４．研究成果 
１）高齢入院患者に対する弱圧清拭の有効性：単盲検ランダム化クロスオーバー試験 
通常圧は弱圧に比べて皮膚バリア機能を有意に低下させた（TEWL：P < .001; SCH：P = .015）。
拭く強さは両圧共に多くの患者が「ちょうどよい」と答えた。SCH 変化量のクラスター分析によ
り両圧適応群と弱圧絶対適応群の 2群に分類された。弱圧絶対適応群は両圧適応群に比べて、男
性（P = .020）、糖尿病・脂質異常症（P = .036）、慢性腎臓病（P = .008）、人工透析の患者が
有意に多く（P = .031）、尿素窒素とクレアチニンが有意に高値を示した（P = .024; P = .036）。 
以上より、通常圧は弱圧と比較して皮膚バリア機能を有意に低下させたが、いずれの圧も不快
感を与えるものではなかった。弱圧は通常圧よりも皮膚障害の予防と満足感の提供に有効であ
った。サブグループクラスター解析の結果、糖尿病・脂質異常症や腎機能障害のある高齢者では、
通常圧が皮膚バリア機能を低下させる可能性が高いことが示された。 
 
 



２）高齢入院患者における Overall Dry Skin Score 日本語版の信頼性・妥当性の検証 
SCH と TEWL が測定可能であった全 182 部位が ODS-J を用いて評価された。評価者間信頼性を
示す級内相関係数（ICC）は 0.939 であった（P < .001）．ODS-J は SCH（ρ = −0.374; P < .001）
および TEWL（ρ = −0.287; P < .001）と有意な負の相関関係にあった。ODS-J を前腕と下肢で
比較した結果、下肢の ODS-J は有意に上肢より高かった（P < .001）。以上より、ODS-J は高い
評価者間信頼性と基準関連妥当性、既知集団妥当性を示した。この尺度は日本の臨床看護師が皮
膚の観察に活用でき、スキンケア実施のアセスメントおよび評価に有効な指標となると考えら
れる。 
 
３）清拭中に 10秒間温タオルを背部に貼用することが自律神経活動に与える影響 
皮膚表面温度には、時間と清拭介入に有意な交互作用が認められた（P < .001）。各測定時点
の皮膚表面温度の平均値については、AHT10s が CON よりも有意に高かった。介入後の状態不安
総スコアはいずれの清拭でも有意に低下したが、清拭中の気持ちよさと温かさの平均値は
AHT10s を用いた清拭が CON よりも高かった（P < .05）。また、15分後には AHT10s が CON よりも
温かさで有意に高かった（P = .032）。しかし、AHT10s と CON の自律神経活動に差異がなかった。
以上より、温タオル貼用清拭は、通常の清拭と比して自律神経活動への影響に差異は見られなか
った。しかし、終了 15 分後においても温かさを提供し，清拭中には対象者に気持ちよさを提供
することが明らかになった。 
 
４）背部への温タオル貼用における清拭タオルの枚数別にみた皮膚表面温度の経時的変化 
皮膚表面温度と主観的評価の両方から、90 秒時点では温タオル 4 枚以上で効果的な貼用がで
きるが、180 秒時点では 5・6 枚重ねた場合のみ、温かさを保った温タオル貼用として有用であ
ることが示唆された。温タオルの枚数を増やすと皮膚表面温度は上昇し、持続時間も長くなり，
主観的評価も上昇した。また、10 秒時点では 2 枚重ね以上であればどの枚数でも皮膚表面温度
を同程度に上昇させたことから、貼用時間と枚数の組み合わせを工夫することで、対象者のニー
ズに応じた温タオル貼用が可能になると考えられた。 
 
５）無撚糸温タオルの効果的な背部貼用時間の検討 
貼用直後の皮膚表面温度において、10 秒群と 25 秒群の間に有意差があり、10 秒群よりも 25
秒群の方が有意に皮膚表面温度は高く、「あてる時間」の主観的評価においても 10 秒群と 25 秒
群間に有意差があった。以上より、無撚糸タオルでは 25 秒間の温タオル貼用が主観的快適感と
皮膚表面温度の上昇において最も有効であり、先行研究の温タオル貼用 10 秒間よりも長く快適
な貼用時間を提供できることが明らかになった。無撚糸タオル貼用がより気持ちよい時間を提
供できる可能性があることから、可能な範囲で目的に合わせたタオルの選択をすることが有用
であることが示唆された。      
 
６）厚手のディスポーザブルタオル清拭群と綿タオル群における皮膚バリア機能、皮膚表面温
度と主観的評価の比較検討 
厚手ディスポ群は、綿タオル群に比して、前腕の皮膚バリア機能、皮膚表面温度と主観的評価
に及ぼす影響に有意な差異は見られなかった（図 2）。しかし、主観的評価および拭き心地には
好みがあり、対象者の皮膚状態や好みに応じてタオル素材を選択する必要性が示唆された。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
5．まとめと今後への示唆 
清拭圧、温タオル貼用、タオル素材、対象者要因など清拭における多面的要素から研究を重ね
た。その結果、高齢者において安全で、気持ちよさをもたらす清拭ケアプログラムを検討するう
えでは、対象者の皮膚状態や好みを適切にアセスメントしたうえで使用タオルを選択し、その特
徴をもとに清拭実施方法を検討する必要性が示唆された。今後は、高齢者の皮膚バリア機能に加
え、皮膚の弾力性も、介入方法を検討するうえで重要な指標の可能性もあると考えられ、更なる
検討を進めていく必要がある。 

図 2. 2 条件における SCH、TEWL の変化量の推移（Baseline を０とし変化量の平均のみプロット） 

角質水分量（SCH） 経皮水分蒸散量（TEWL） 
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